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論 文 の 要 旨 
 本論文は、英語における条件文（If p, (then) q）の用法を意味・語用論的な観点から考察し、先行研究を批
判的に検討しながら、新たな独自の分類体系を提案するものである。英語条件文の先行研究は数多くあるが、
そのなかでも近年特に注目されているのが、Dancygier (1998)と Dancygier and Sweetser (2005)による認知
言語学的分析である。本論文は Dancygier らの研究を主なたたき台とし、その不備を解消する代案となる理
論モデルを構築し、その分類体系の妥当性を論じていく形で議論が展開される。 
 本論文では、まず、条件文の if 節 pが、独立節のテンス・アスペクト解釈を支配する「一般規則」(general 
rules)によって形成されているか否かという基準と、if 節 pと帰結節 q の間の因果関係が構文的に保証されて
いるか否かという基準を条件文の構文素性として設定する。そして、前者を[±general-rule]素性、後者を
[±cause-effect]素性と呼び、大きく次の 3 点を主張するのが本論文の狙いである。①条件文は、(i) [－
general-rule, ＋cause-effect]、(ii) [＋general-rule, －cause-effect]、(iii) [＋general-rule, ＋cause-effect]と
いう 3 パターンの素性の組み合わせによって、大局的に分類される。②[＋general-rule, －cause-effect]表示
の条件文は、論理学における推論方法である演繹法やアブダクションに基づいているか否かという基準で下位
分類される。③[＋general-rule, －cause-effect]表示で演繹法にもアブダクションにも基づいていない条件文
は、if 節のカテゴリー・ステイタスの違いにより 3タイプに下位区分される。 




 第 3 章と第 4 章では、上記①から③で示した本論文の理論的枠組みが導入される。第 3 章では、[－
general-rule, ＋cause-effect]表示の条件文を「NCP条件文」(NCPはNeutral-Condition-P-clauseの頭字語)、
[＋general-rule, －cause-effect]表示の条件文を「GRP 条件文」(GRP は General-Rule-P-clause の頭字語)、
[＋general-rule, ＋cause-effect]表示の条件文を「総称的条件文」と呼び、それぞれの条件構文が例証される。
第 4 章では、[±general-rule]素性と[±cause-effect]素性が条件文を特徴付ける構文素性であることが論じられ
る。特に、[－general-rule]素性をもつ条件文の p は「中立条件」と呼ばれ、p の実現・非実現についての話
し手の心的態度は中立であることを示すものと規定される。また、GRP 条件文においては、if 節 p と帰結節
q の間に一見因果関係があるように思われる場合でも、構文的にはその因果関係が保証されていないので、[－
cause-effect]素性という構文素性と矛盾しないということが主張される。 
 第 5章ではNCP条件文について、第 6 章では GRP条件文について考察される。NCP条件文の pは中立条
件であり、中立条件においては、動詞句が単純現在時制・現在完了形・現在進行形の 3 つの場合があることが
指摘される。GRP 条件文は、演繹法やアブダクションに基づいているか否かという基準で、「演繹条件文」、
「アブダクティブ条件文」、「non-DA条件文」(non-DAは non-deductive and non-abductiveの略語) の 3 つ
に下位分類される。さらに、non-DA条件文は、if 節のカテゴリー・ステイタスの違いにより、「依存性 non-DA
条件文」、「関連性 non-DA 条件文」、「frankly タイプ non-DA 条件文」の 3 タイプに下位区分されるとする。
そして、GRP 条件文をこのように下位分類することによって、従来の研究では十分に捉えられてこなかった
言語現象に対して適切な記述説明が与えられるということを論じている。 
 第 7章は総称的条件文について考察される。総称的条件文の pは、GRP条件文の pと同じように一般規則
によって形成されるが、総称的条件文の pと q は、そのアスペクト形式について GRP条件文の pと qよりも
強く制限されていることが明らかにされる。 
 第 8 章では仮定法条件文が扱われる。本論文の枠組みでは、仮定法は、NCP 条件文・演繹条件文・アブダ






 第 10 章では、主に Traugott と Brinton らによる通時的分析を基にして、GRP 条件文の(間)主観化と脱カ
テゴリー化について議論される。まず、演繹条件文とアブダクティブ条件文は主観化を受けていないのに対し、
依存性 non-DA if 節は主観化を受けている例があり、関連性 non-DA if節は主観化を受け、中には間主観化さ
れている例も存在することが観察される。さらに、franklyタイプ non-DA if 節は全て間主観化されており、
その用法はスタイル副詞類とスタイル離接詞への脱カテゴリー化現象として捉えられることが主張される。 
 第 11 章と第 12 章では、メタ言語的条件文とメタメタファー的条件文の性質について検討される。本論文
の枠組みでは、メタ言語的条件文の if節とメタメタファー的条件文の if節は、それぞれ franklyタイプ non-DA 
if 節と依存性 non-DA if 節に分類されるということが示される。 
 第 13 章では、助動詞表現 be going toが生起している条件節について考察される。まず、be going toには
「意図用法」と「兆候用法」の 2 つの意味的用法があることが指摘される。そして、be going toの be動詞が
現在時制形式で条件節に現れることに注目して、be going to は GRP条件節だけでなく、NCP条件節にも生
起できると主張し、その主張の妥当性が論じられている。 
 第 14 章は本論文全体のまとめと総括である。 











るとすることで、条件文を、(i) [－general-rule, ＋cause-effect]、(ii) [＋general-rule, －cause-effect]、(iii) [＋
general-rule, ＋cause-effect]という 3 タイプに分け、それぞれを NCP 条件文、GRP 条件文、総称的条件文
と呼んでいるのである。本論文の最大の功績は、条件文をこの 3 タイプに分類することで、多種多様な条件文
を包括的に扱える分類体系の構築が可能となることを示した点にある。 
 さらに本論文の優れた成果として、次の 3 点があげられる。第 1点目は、GRP条件文を、演繹法やアブダ
クションに基づいているか否かという基準をもとに、演繹条件文・アブダクティブ条件文・non-DA条件文の
3 つに下位分類することで、先行研究では十分に捉えられてこなかった言語現象に対して適切な記述説明が与















 令和 2 年 1 月 23日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文
について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合格
と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
